公益社団法人　自動車技術会　関東支部学生自動車研究会
第8回　学自研学生委員会　議事録
2014年11月22日

1. 概要
日時：2014年11月22日(土)10:00～12:00
場所：芝浦工業大学　芝浦キャンパス　306
参加者：国士舘大学　        中山喜貴
芝浦工業大学　      廣兼賢一，堀江健太
東京大学大学院　    酒井英充
東京電機大学	　　寺岡信紘
東京農工大学　      王しん朋，原野和哉
日本大学生産工学部　野口卓宏
中央大学　　　　　　大野瑠衣
横浜国立大学　      鈴木大貴　宮澤仁
(大学名50音順・敬称略・OP会員略)

2. 配布資料
1 事前資料
2 学術研究講演会における学自研活動の発表に関して

3. 議題
3.1国際交流に関して
3.2 今年度の企画に関して
3.2.1 四輪研修
3.2.2 レースガレージ見学
3.2.3 自動運転
3.3学術研究講演会に関して
3.4国際交流の受け入れに関して
3.5 12月委員会について



3.1 国際交流に関して
台湾
・台湾での滞在スケジュールの報告を行った．詳細は後日配信される報告書を参照のこと．

質問：日本と台湾の違いは？(中山)
　宮澤：町並みなど日本とさほど差はない．
　　廣兼：電車などの質は日本と差は感じなく，価格が日本と比べて安い．
　　　　加藤理事：台湾の学生はタイの学生と違い，会社見学のときなどに質問が出なく表に出てこない．環境の基準が高いので，環境に配慮した自動車の研究が盛んである．

タイ
・タイでの滞在スケジュールの報告を行った．詳細は後日配信される報告書を参照のこと．

質問：反省点はあるか？(中山)
　・現地の地理等の下調べをもっと行うべきであった．
　・対応してくれる相手側に進行などを任せきりであった．
　　　　加藤理事：もっとコミュニケーションをとれるようにすべきである．
　　　　　　　　　学生主体で行動できるようにする．

後日，国際交流に関しての報告書を提出する．
報告書に「今後10～20年後に自動車産業で日本との関係がどのようになっているか」の意見を述べる．
その他に，国際交流でお世話になった企業にお礼のメールを送信する．

3.2.1四輪研修
先方に申込書を提出したので，これ以降参加者はキャンセルしないようする．
懇親会の予約を行った．

質問：交通手段が電車の方はどのように現地に集合すればよいか？(酒井)
　寺岡：廣野から交通手段が車の方に相乗りできるよう早急に連絡するように報告する．

[bookmark: _GoBack]3.2.2レースガレージ見学
　　　今後企画を見直し，作成し直す．

3.2.3自動運転
　　　搭乗体験は行えない．研究に繋げられるなら，見学や講演会を行える．
　　　11/27自動車技術界のシンポジウムに参加して、内容を展開する．
　　　取材形式で企画を進める．今後企画の方向性を見直す．
  　  大規模な企画では無く，取材のような小規模なもので見直す．

3.3 学術研究講演会に関して
学術研究講演会での学自研の発表形式は，口頭発表とポスター発表を行う．
口頭発表の発表数は最大で5つ，最低でも3つ．発表言語は，日本語または英語とするが，ppt.は英語で作成する．
ポスター発表は，内容は口頭発表と重複しても構わない．発表言語は，日本語または英語とするが，ポスターは英語または日英併記で作成する．
参加者申し込みは，原稿提出締め切りは，原則として一般応募(12月8日)に合わせる．発表数は最低でも一般応募締め切り前に連絡し，原稿は12月委員会まででも良い．
その他，詳細は配布資料②に記載する．

口頭発表(の内容)に関して
1. 学自研活動(発表者:中山)
2. 四輪研修(発表者:次議会にて報告)
3. 国際交流事業[タイ](発表者:堀江)
4. 国際交流事業[台湾](発表者:宮澤)

ポスター発表に関して
1. 学自研の概要(担当者:王)
2. 今年度行事の概要(担当者:廣兼)

　　座長選出
　　　学自研で座長を1人選出する．←12月委員会で決定

今後の日程
12月8日:参加申し込み(タイトル，発表者，アブストラクト)
→12月7日に各担当者がデータ記述後に委員長に送信する
1月13日:前刷り(基本は日本語、図表は英語の記述のこと)
12月委員会で作成するチームを決定及び作成日程を決定

3.4国際交流の受け入れに関して
国際交流時の見学場所は日野自動車で予定
他に要望が無ければ小野測器、産総研を予定←12月委員会で決定





3.5.12月委員会に関して
　ディスカッション時の書記:宮澤
　　議題
 　   ・四輪研修報告
　　　・国際交流報告書
　　　・学術講演会
　　　・国際交流受入れ
場所:日本大学　14～16時
